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▼
全
国
三
大
産
地
の
一
つ

　

龍
野
は
も
と
も
と
酒
造
地
で
あ
り
、
醤
油
は
副
次
的
な

産
業
と
し
て
１
５
８
７
（
天
正
15
）
年
に
醸
造
が
始
ま
っ

た
と
伝
わ
る
。
龍
野
の
水
は
軟
水
で
硬
度
が
な
く
ミ
ネ
ラ

ル
分
が
足
り
な
い
た
め
酒
造
り
に
は
向
か
な
い
こ
と
か
ら

酒
造
業
は
廃
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
鉄
分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
分
が
少
な
い
水
は
醤
油
の
製
造
に
適
し
て
お
り
、
近
隣

で
良
質
な
大
豆
の
ほ
か
小
麦
、
米
、
塩
と
い
っ
た
主
な
材

料
も
調
達
し
や
す
く
、
揖
保
川
の
水
運
を
流
通
に
利
用
で

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
産
地
と
し
て
定
着
し
た
。
現
在
は
、

千
葉
県
、
香
川
県
と
と
も
に
醤
油
の
全
国
三
大
産
地
と
い

わ
れ
る
。

　

龍
野
の
醤
油
は
、
色
が
薄
く
香
り
の
良
い
淡う

す
く
ち口

醤
油
で

有
名
だ
が
、
こ
れ
は
甘
酒
を
使
用
し
た
独
自
の
製
法
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
良
さ
は
淡
い
色
で
素
材
の
色
が
引

き
立
ち
、
料
理
の
仕
上
が
り
が
美
し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
発
酵
と
熟
成
を
ゆ
る
や
か
に
さ
せ
る
た
め
に
食
塩

を
濃
口
醤
油
よ
り
約
１
割
多
く
加
え
る
こ
と
か
ら
食
塩
濃

度
が
や
や
高
め
と
な
る
。
し
か
し
、
少
量
で
も
だ
し
の
利

い
た
料
理
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
結
果
と
し
て

低
塩
に
仕
上
が
り
、
摂
取
塩
分
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
。

　

21
年
は
生
産
数
量
が
２
・
８
万
㌔
㍑
、
生
産
額
が
57
億

円
と
な
り
、
10
年
前
の
12
年
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
25
％
減
、

28
％
減
と
減
少
傾
向
に
あ
る
（
デ
ー
タ
：
た
つ
の
市
商
工

振
興
課
）。
近
年
は
「
つ
ゆ
・
だ
し
」
な
ど
嗜
好
の
変
化

に
合
わ
せ
た
製
品
や
醤
油
に
含
ま
れ
る
成
分
を
生
か
す
な

ど
健
康
志
向
に
配
慮
し
た
製
品
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

▼
業
界
を
あ
げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り
組
み

　

兵
庫
県
鞄
工
業
組
合
は
、
２
０
２
２
年
５
月
に
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
加
盟
企

業
74
社
向
け
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
行
動
目
標

17
項
目
へ
の
理
解
を
促
す
ほ
か
、
県
が
進
め
る
「
ひ
ょ
う

ご
産
業
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
事
業
」
の
内
容
を
学
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業
は
同
委
員

会
の
発
足
前
は
２
社
だ
っ
た
が
、
23
年
３
月
に
は
同
組
合

を
含
め
19
社
・
団
体
と
増
加
し
た
。

　

同
組
合
が
そ
の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
わ
っ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関
連
事
業
に
は
、
余
り
生
地
や
廃
棄
素
材
の
活
用
、

ワ
イ
ン
の
搾
り
か
す
や
茶
殻
で
な
め
し
た
革
の
使
用
、
古

く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
再
生
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

通
じ
て
小
物
や
バ
ッ
グ
、
ポ
ー
チ
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
組
合
は
、
25
年
大
阪
・
関
西
万
博
を
に
ら
ん

で
兵
庫
県
が
展
開
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ

オ
ン
」
事
業
（
兵
庫
県
下
の
現
場
活
動
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に

見
立
て
て
来
訪
を
促
す
取
り
組
み
）
の
豊
岡
誘
致
を
推
進
、

▼
各
種
振
興
事
業
で
Ｐ
Ｒ

　

２
０
２
２
年
11
月
「
播
州
織
総
合
素
材
展
」
が
、
昨
年

に
引
き
続
き
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
公

益
財
団
法
人
北
播
磨
地
場
産
業
開
発
機
構
が
、「JFW

 
JA

PA
N

 CREA
T

IO
N

2023

」
に
出
展
す
る
形
で
開
催
す

る
も
の
で
、
13
社
１
団
体
が
参
加
し
た
。
全
体
の
来
場
者

が
１
万
人
を
超
え
る
中
、
播
州
織
の
ブ
ー
ス
に
も
多
数
来

場
が
あ
り
、
新
規
顧
客
の
開
拓
、
異
業
種
へ
の
提
案
な
ど

播
州
織
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
今
年
度
は
名
称
を
「
播
州
織
フ
ェ

ア
」に
変
更
し
、
会
場
を
地
元
西
脇
市
に
移
し
て
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
20
年
ま
で
同
機
構
が
素
材
展
と
同
時
開
催
し
て

い
た
播
州
織
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
21
年
よ
り
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
に
移
行
し
て
い
る
。
現
在superN

ova.

山
口
卓

氏
が
10
社
の
生
地
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
を
配
信
中
で
、

昨
年
の
柄
物
と
は
異
な
り
、
今
年
は
無
地
や
単
色
の
織
柄

に
力
点
を
置
く
な
ど
播
州
織
の
魅
力
を
表
現
し
て
い
る
。

　

西
脇
・
多
可
「
播
州
織
」
連
携
会
議
は
20
年
よ
り
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
商
談
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
展
示

会
「
リ
ア
ル
播
州
織
」
を
行
っ
て
い
る
。
直
近
で
は
22
年

12
月
に
開
催
さ
れ
、
商
談
会
５
社
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

（
上
席
研
究
員　

松
井　

秀
明
）

播州織総合素材展

茶殻でなめした革を使用した鞄、財布

リ
ー
７
社
ほ
か
計
18
社
が
出

展
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
ア

ク
セ
ス
数
は
期
間
中
で
22
万

件
を
超
え
、
バ
イ
ヤ
ー
の
声

を
直
ち
に
入
手
し
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
捉
え
て

い
る
。

県
よ
り
認
定
さ
れ
た
。
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
兼
製
作
工
房

で
あ
るT

oyooka KA
BA

N 

A
rtisan A

venue

を
会
場

に
、
革
の
端
材
を
使
っ
た
か

ば
ん
づ
く
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
予
定
で
あ
る
。


